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埼玉県央広域事務組合

2012年12月
16Vol. 

　９月12日から14日までの３日間、鴻巣消防署において、鴻巣北中学校の２年生９人による「中学生社会
体験チャレンジ事業（職場体験）」が実施され、消防隊員や救急隊員の指導のもと、警防活動訓練、救助
訓練、普通救命講習など各種訓練等が行われました。
　救助訓練では、安全の確保を十分に行い、訓練塔を使ってロープブリッジ渡過訓練や、座席懸垂降下訓
練を体験しました。

中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました
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埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

平
成
２３
年
度
に
お
け
る
組
合
職
員
の
給
与
や
勤

務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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の
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状
況

⑴　

職
員
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状
況

　

平
成
23
年
度
は
、
消
防
職
10
人
（
男
性
10

人
、
女
性
0
人
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

再
任
用
職
員
（
短
時
間
勤
務
職
員
）
は
採
用
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

⑵　

職
員
の
退
職
者
数

　

平
成
23
年
度
の
退
職
者
は
5
人
で
す
。
（
定

年
退
職
3
人
、
勧
奨
退
職
2
人
、
自
己
都
合
0

人
）

⑶　

部
門
別
職
員
数

　

平
成
23
年
度
の
職
員
数
は
、
一
般
行
政
部
門

0
人
、
消
防
部
門
３
２
７
人
、
斎
場
部
門
1
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２ 

職
員
の
給
与
の
状
況

⑴　

人
件
費
の
状
況

　

平
成
23
年
度
の
人
件
費
は
、
２
，７
７
５
，８

７
６
千
円
で
、
歳
出
額
に
対
す
る
人
件
費
率
は

68
・
９
％
で
す
。

⑵　

職
員
給
与
費
の
状
況

　

平
成
23
年
度
の
３
２
６
人
分
の
給
与
費
は

給
料
１
，３
４
４
，１
６
１
千
円
、
職
員
手
当

7
0
1
，8
9
8
千
円
で
、
1
人
あ
た
り
の
給
与

費
は
6
，2
7
6
千
円
で
す
。

⑶　

職
員
の
平
均
給
料
月
額
・
平
均
給
与
月
額

と
平
均
年
齢
の
状
況

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
消
防
職
の
平
均

給
料
月
額
・
平
均
給
与
月
額
と
平
均
年
齢
の

状
況
は
、
平
均
年
齢
が
39
・
９
歳
で
平
均
給
料

月
額
が
３
１
９
千
円
、
平
均
給
与
月
額
が
４
０

１
千
円
、
一
般
職
の
平
均
給
料
月
額
・
平
均
給

与
月
額
と
平
均
年
齢
の
状
況
は
、
平
均
年
齢
が

55
・
0
歳
で
平
均
給
料
月
額
が
３
６
９
千
円
、

平
均
給
与
月
額
が
４
０
２
千
円
で
す
。

⑷　

職
員
の
初
任
給
の
状
況

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
の
初
任
給

の
状
況
は
、
消
防
職
・
一
般
職
と
も
に
大
学
卒

１
７
８
，８
０
０
円
、
高
校
卒
１
４
９
，８
０
０

円
で
す
。

⑸　

職
員
手
当
の
状
況

平
成
23
年
度
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合

は
3
・
95
月
、
地
域
手
当
の
支
給
率
は
3
・

0
％
で
、
職
員
1
人
あ
た
り
の
平
均
支
給
年
額

は
１
２
３
千
円
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
時
間
外
手
当
は
総
支
給
額
が

３
５
，０
５
６
千
円
で
、
職
員
1
人
あ
た
り
の
支

給
年
額
は
１
４
１
千
円
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
特
殊
勤
務
手
当
の
職
員
1
人

あ
た
り
の
支
給
年
額
は
４
６
千
円
で
す
。

⑹　

特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況
（
平
成
24
年
4

月
1
日
現
在
）

　

管
理
者
２
４
，4
0
0
円
、
副
管
理
者
２
０
，

8
0
0
円
、
議
長
２
０
，８
０
０
円
、
副
議
長

２
０
，0
0
0
円
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
１

９
，2
0
0
円
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
１

８
，4
0
0
円
、
議
員
１
７
，６
０
０
円
で
す
。

（
月
額
）

　

ま
た
、
期
末
手
当
と
し
て
年
間
３
・
95
月
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

３ 

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の

状
況

　
　⑴　

1
週
間
の
勤
務
時
間
数
（
平
成
23
年
度
）

　

毎
日
勤
務
職
員
・
隔
日
勤
務
職
員
の
勤
務
時

間
は
、
と
も
に
1
週
間
あ
た
り
38
時
間
45
分
で

す
。

⑵　

育
児
休
業
、
看
護
休
暇
及
び
介
護
休
暇
の

状
況

　

平
成
23
年
度
に
育
児
休
業
、
看
護
休
暇
及
び

介
護
休
暇
を
取
得
し
た
職
員
は
1
名
い
ま
し

た
。４ 

職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の
状
況

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
懲
戒
処
分
さ
れ
た

職
員
は
お
り
ま
せ
ん
。

５ 

職
員
の
服
務
の
状
況

⑴　

職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
承
認
件
数
は
、
厚
生
計

画
に
参
加
の
場
合
が
22
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

営
利
企
業
等
従
事
の
許
可
状
況

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
許
可
件
数
は
２
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

６ 

職
員
の
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

⑴　

研
修
の
概
要

　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
研
修
は
、
合
計
で

１
６
３
コ
ー
ス
あ
り
、
延
べ
研
修
人
員
は
１
，７

４
２
人
で
す
。

⑵　

職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
方
法

　

地
方
公
務
員
法
第
40
条
に
基
づ
く
職
員
の
勤

務
成
績
の
評
定
に
つ
い
て
は
、
職
務
・
職
階
ご

と
の
評
価
シ
ー
ト
を
用
い
、
複
数
の
評
価
者
に

よ
る
５
段
階
評
価
の
勤
務
評
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。７ 

職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
の
状
況

⑴　

福
祉
厚
生
制
度
に
係
る
組
合
の
負
担
状
況

　

職
員
の
共
済
制
度
は
、
地
方
公
務
員
法
第
43

条
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
で
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
済
組
合
の
事
業
を
運
営
す
る
費
用
は
、
組
合

員
で
あ
る
職
員
の
掛
金
と
使
用
者
で
あ
る
組
合

の
負
担
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
共
済
組
合
の
負
担
金
と
し

て
、
３
９
８
，７
３
１
千
円
支
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
平
成
23
年
度
は
、
消
防
職
員
等
互

助
会
へ
の
助
成
金
と
し
て
８
６
９
千
円
支
出
し

ま
し
た
。

⑵　

公
務
災
害
の
発
生
状
況

　

平
成
23
年
度
に
公
務
災
害
又
は
通
勤
災
害
と

認
定
さ
れ
た
件
数
は
２
件
あ
り
ま
し
た
。

８ 

公
平
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
及
び
不
利

益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
の
状
況

　

平
成
23
年
度
は
、
措
置
要
求
案
件
及
び
不
服

申
立
て
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ　

総
務
課
☎
０
４
８-

５
９
７-

２
０
０
１

平成２４年第１回臨時会提出議案 結果
埼玉県央広域事務組合監査委員の選任について 同　　意
埼玉県央広域事務組合火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決
平成24年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正
予算（第１号） 原案可決

工事請負契約の締結について
（高機能消防指令装置設置工事） 原案可決

平成２４年₇月定例会提出議案 結果
専決処分の承認を求めることについて（埼玉県央
広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の一部を改正する条例）

承　　認

埼玉県央広域事務組合斎場設置及び管理条例の一
部を改正する条例 原案可決

平成24年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第２号） 原案可決
財産の取得について（救助工作車） 原案可決

平成２４年１１月定例会提出議案 結果
埼玉県央広域事務組合監査委員の選任について 同　　意
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 原案可決
埼玉県央広域事務組合火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決
平成24年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第３号） 原案可決
平成24年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算（第１号） 原案可決
平成23年度埼玉県央広域事務組合一般会計決算認定について 認　　定
平成23年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計決
算認定について 認　　定

組合議会（臨時会・定例会）のお知らせ
　平成２４年第１回臨時会が５月25日（金）に、平成
24年７月定例会が７月30日（月）に、平成24年11月
定例会が11月19日（月）に開会されました。提出議
案とその結果は、次のとおりです。

次回の定例会（平成２５年２月定例会）は、２
月中旬に開会される予定です。

問合せ　総務課☎048-597-2001
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問合せ　消防総務課☎048-597-200２

　平成１６年６月に消防法が改正され、消防法第９条の２及び埼玉県央広域事務組合火災予防条例で住宅用火
災警報器を設置することが義務づけられました。このことにより、埼玉県央広域消防本部管内（鴻巣市・桶
川市・北本市）では、新築の建物は平成１８年６月から、既存の建物は平成２０年６月から住宅用火災警報器の
設置をしなければならないとされています。

●悪質な訪問販売に注意
　消防署や消防団が個別に販売を行うことや、業者に販売の依頼はし
ておりません。また、設置の義務化による【罰則】や【点検の義務付
け】はありません。

住宅用火災警報器の設置は義務なの？

消防本部 電　話 ＦＡＸ
代表 ０４８-５９７-３３０１
災害自動案内 ０４８-５９７-１１１９
消防総務課 ０４８-５９７-２００２

０４８-５９７-３７１６
警防課 ０４８-５９７-２００３
予防課 ０４８-５９７-２００４
救急課 ０４８-５９７-２１１９
指令課 ０４８-５９５-１１９１０４８-５９７-３７１４
鴻巣消防署 電　話 ＦＡＸ
鴻巣消防署 ０４８-５９７-２００５０４８-５９５-３７１７

平成25年４月１日から、消防本部・消防署の電話・ＦＡＸ番号が次のとおり変更になります。

●住宅用火災警報器の設置は義務です。

　当地域では、厚生労働省や消防庁からの助言などを得て、厚生労働科学研究費補助金「救急救命士の処置範
囲に係る実証研究」のモデル事業が行われます。平成２４年１１月１日から平成２５年１月３１日までの間、医療機
関、医師会及び消防署などの地域の救急医療の協議会（地域メディカルコントロール協議会）の連携のもと、
医師の具体的な指示を受けて救急現場や救急車内等で救急救命士が行える処置の範囲が広げられます。
　なお、傷病者の方が、今回拡大される救急救命士による処置を断ったとしても、これまで通りの救急搬送な
どがなされ、不利益をこうむることはありません。

拡大される救急救命士の処置は以下の行為です。
■　�低血糖の意識障害の可能性がある患者さんに対して血糖測定を行い、低血糖が確認された場合には

ブドウ糖溶液を投与します。
■　�血圧が低下しており、心臓が停止する危険性があるショック状態の患者さんに点滴を行います。

　以上２行為につき実施いたしますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
問合せ　救急課☎０４８－５９７－２１１９

救急救命士の処置範囲拡大への取組みについて
問合せ　予防課☎048-597-2004

鴻巣天神分署 ０４８-５４１-３３４９０４８-５４０-１１９２
鴻巣西分署 ０４８-５４２-９１２４０４８-５４０-１１９３
吹上分署 ０４８-５４８-６７１８０４８-５４７-１０９９
川里分署 ０４８-５６９-１９０００４８-５６８-１０９１
桶川消防署 電　話 ＦＡＸ
桶川消防署 ０４８-７７３-１１９００４８-７７６-４３０１
桶川西分署 ０４８-７８６-１１９００４８-７８９-１０５８
北本消防署 電　話 ＦＡＸ
北本消防署 ０４８-５９２-５００５０４８-５９２-５０４７
北本東分署 ０４８-５９２-２２５４０４８-５９０-１１９１
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　９月12日から14日までの３日間、鴻巣消防署において、鴻巣北中学校の２年生９人による「中学生社会
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　救助訓練では、安全の確保を十分に行い、訓練塔を使ってロープブリッジ渡過訓練や、座席懸垂降下訓
練を体験しました。

中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました

119番通報のかけ方
＊いざというときのために119番のかけ方を身につけましょう＊

　

近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件
数
及

び
搬
送
人
員
は
と
も
に
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半

分
が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現

状
も
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
本
来
、
救
急
車

を
利
用
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
人
も
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
交
通
手
段
が
な
い
」「
便

利
だ
か
ら
」
等
の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ん
だ

り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

本
当
に
必
要
な
と
き
に
、
救
急
車
を
安
心

し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
救
急
車
の
適
正

利
用
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

救
急
課
☎
０
４
８
―５
９
７
―２
１
１
９

 
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

故
人
が
生
前
に
愛
用
し
て
い
た
衣
類
、
メ

ガ
ネ
、
書
籍
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
副
葬
品
を

棺
に
入
れ
る
と
、
副
葬
品
の
燃
焼
に
よ
り
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
焼

骨
に
汚
れ
が
付
着
し
、
お
骨
を
確
認
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
副
葬
品
は
棺

に
入
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
斎
場
に
遺
体
を
運
ば
れ
る
際
は
、

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
取
り
除
き
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
装
着
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
斎
場

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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せ　
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斎
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県
央
み
ず
ほ
斎
場
で
は
、
ご
高
齢
の
方

や
、
車
い
す
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
も
待
合
室

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
待
合
室
１
・
待
合

室
２
を
和
室
か
ら
洋
室
へ
改
修
す
る
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
県
央
み
ず
ほ
斎

場
の
待
合
室
は
、
洋
室
４
室
・
和
室
２
室
と

な
り
ま
し
た
。

あわてず落ち着いて、119番にかけましょう。（番号を間違えないように）
指令課職員の質問に答えるように、内容を伝えてください。

　平成２４年₆月、国から緊急消防援助隊支援資機
材としてエアーテント一式が配備されました。

　このエアーテント
は、応援先での野営
活動には欠かせない
資機材の一つで、今
後の緊急消防援助隊
活動の体制強化が図
れます。

※ その他、通報された方のお名前とお使いの電話番号をお聞きします。

問合せ　警防課☎048-597-200３

問合せ　指令課☎048-597-3301

注意すること

まず、自分自身の安全を確保し、直ちに119番通報をしてください。
通報途中でも消防隊、救急隊は出動しています。
事故の状況、けが人や病人の数や状態などによって救急車等が増やされ、す
ばやい活動が行うことができますので、できる限り詳しく通報してください。

指令課職員 火事の場合 救急の場合

何が起きたのですか？ 
火事ですか？救急ですか？ 「火事です。」 「救急です。」

場所はどこですか？ 　
→　災害が発生している住所を正確
に伝えます。（わからないときは近
くの目標物や目立つ建物の名前等）

「○○市 000 番地 0号の埼玉ビル
です。」

「○○市△町1丁目 1番 1号
県央一郎です。」

状況はどうですか？
→・何が燃えていますか？（火事）
　・誰がどうしましたか？（救急）

「２階の給湯室で、ガスコンロから
出火しています。従業員により初期
消火中です。」

「父が風呂場で倒れました。声をかけ
ても返事がありません。」
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